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昭
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度
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六
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ヨ

　
　
　
▼
テ
ー
プ
　
マ
ル
ク
ス
恐
慌
論
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
資
本
論
』
第
二
巻
の
意
義
を
中
心
に

　
　
　
　
報
告
者
　
角
田
修
一
氏

　
報
告
要
旨

　
Ｈ
　
マ
ル
ク
ス
は
、
単
純
な
商
品
・
貨
幣
流
通
に
お
い
て
、
販
売
と

購
買
と
が
、
ま
た
廣
権
と
債
務
と
が
、
相
互
に
必
然
的
な
一
体
性
を
な

し
て
い
る
の
に
、
池
方
イ
ー
、
は
椙
互
に
白
立
し
う
る
と
い
う
偶
然
的
な
関

係
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
二
れ
を
悉
慌
の
抽
象
的
可
能
性
と
位

置
づ
げ
た
、
ま
た
こ
れ
は
、
私
的
生
産
と
杜
会
的
分
業
と
に
も
と
づ
く

商
品
生
産
の
関
係
に
内
在
す
る
矛
盾
で
あ
る
と
し
た
、

　
こ
の
矛
盾
お
よ
び
恐
慌
の
抽
象
的
可
能
陛
は
、
資
本
論
第
二
部
全
体

が
対
象
と
し
て
い
る
資
本
の
独
自
な
循
環
過
程
に
お
い
て
、
自
己
を
表

明
し
う
る
一
つ
の
基
礎
を
得
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
資
本
の
購
買
と
商

品
資
本
の
販
売
Ｈ
実
現
と
に
お
げ
る
恐
慌
の
可
能
性
と
－
）
て
、
一
と
く
に

第
三
篇
は
、
こ
の
個
別
諸
資
本
の
販
売
と
購
買
と
が
労
働
者
・
資
本
家

の
個
人
消
費
支
出
と
も
関
連
し
あ
っ
て
杜
会
的
総
資
本
の
独
自
な
循
環

　
　
　
　
共
同
研
究
室

過
程
と
し
て
の
必
然
的
な
一
体
性
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
が
、
こ
こ
に
お
い
て
前
の
商
品
生
産
に
固
有
な
矛
盾
お
よ
び
恐

慌
の
可
能
性
が
真
二
そ
の
一
般
的
な
基
礎
を
獲
得
し
、
一
層
発
展
し
た

可
能
性
と
な
る
。

　
し
か
し
、
以
上
の
こ
と
は
「
商
品
生
産
が
資
本
主
義
的
生
産
の
一
般

的
形
態
だ
と
い
う
事
実
」
か
ら
、
す
な
わ
ち
「
資
本
主
義
的
生
産
の
自

然
発
生
的
状
態
」
Ｈ
生
産
の
無
政
府
性
か
ら
い
わ
れ
る
こ
と
で
、
可
能

性
そ
れ
自
体
の
拡
大
や
内
容
充
実
で
は
あ
っ
て
も
、
可
能
性
の
現
実
性

へ
の
転
化
の
動
因
と
な
る
資
本
主
義
に
固
有
の
矛
盾
か
ら
い
わ
れ
で
，
い

る
の
で
は
払
小
い
，

　
〕
　
て
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
三
部
で
一
あ
ら
ゆ
る
現
実
の
恐
慌

の
究
極
の
根
拠
」
と
し
一
．
「
資
本
主
義
的
生
産
の
無
制
限
な
発
展
衝
動

に
対
比
し
て
の
大
衆
の
窮
乏
と
消
費
制
限
」
を
あ
げ
て
い
る
、
資
本
主

義
に
お
け
る
生
産
力
の
拡
大
・
発
展
は
労
働
者
の
消
費
制
限
を
必
然
的

に
す
る
が
、
他
方
、
第
二
部
第
三
篇
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
こ

の
制
限
さ
れ
た
労
働
者
の
消
費
力
が
年
問
総
生
産
物
の
価
値
・
素
材
補

填
を
制
約
す
る
一
モ
メ
ソ
ト
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
生
産
の
無
制

限
な
発
展
衝
動
■
一
は
究
極
に
お
い
て
自
己
否
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と

い
う
矛
盾
を
も
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
（
六
三
二



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
四
号
）

　
か
の
「
究
極
の
根
拠
」
は
こ
う
し
て
「
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
」
と

し
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
矛
盾
に
お
い
て
、
第
二
部
第
三
篇
に
お
げ
る

「
生
産
と
消
費
と
の
結
び
つ
き
」
は
一
つ
の
均
衡
法
則
と
し
て
、
生
産

の
衝
動
に
と
っ
て
の
り
こ
え
ら
れ
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
内
的
制
限
で
は

あ
る
が
、
ま
た
逆
に
、
そ
の
衝
動
を
究
極
に
お
い
て
限
界
づ
げ
、
否
定

す
る
一
本
質
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
矛
盾
の
一
っ
の
不
可
欠
な
側
面
で

あ
っ
て
、
矛
盾
関
係
の
全
体
で
は
な
い
。
そ
れ
は
先
の
第
二
部
全
体
の

位
置
づ
け
か
ら
も
く
る
こ
と
で
、
　
『
資
本
論
」
第
二
部
で
は
第
一
部
で

明
ら
か
に
な
っ
た
資
本
主
義
的
生
産
の
諸
々
の
本
性
は
考
察
の
外
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
嘗
　
以
上
Ｈ
，
ｏ
で
述
べ
て
き
た
二
つ
の
点
が
マ
ル
ク
ス
の
恐
慌
把

握
に
お
げ
る
『
資
本
論
』
第
二
巻
の
基
本
的
意
義
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
次
の
課
題
と
し
て
、
　
「
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
」
関
係
を
真
に

規
定
す
る
『
資
本
論
』
第
三
部
、
こ
と
に
第
一
五
章
の
意
義
を
明
ら
か

に
し
、
　
「
全
体
と
し
て
考
察
さ
れ
た
資
本
の
運
動
過
程
」
に
お
い
て
生

産
の
無
制
限
な
拡
大
・
発
展
が
諸
々
の
内
的
制
限
を
否
定
し
て
進
み
、

か
つ
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
間
題
が
出
て
く
る
。

　
な
お
、
第
二
巻
の
意
義
に
関
す
る
レ
ー
ニ
ン
の
見
解
と
し
て
、
ツ
ガ

ン
批
判
の
次
の
一
文
を
指
摘
し
た
。
「
第
二
巻
で
の
実
現
の
分
析
は
い
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九
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さ
さ
か
も
こ
の
矛
盾
を
論
破
す
る
も
の
で
は
な
く
、
…
…
反
対
に
、
生

産
的
消
費
と
個
人
的
消
費
と
の
関
連
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
『
市

場
理
論
の
問
題
へ
の
覚
え
書
』
、
国
民
文
庫
新
訳
版
、
七
五
べ
ー
ジ
）

　
最
後
に
、
従
来
か
ら
の
支
配
的
な
見
解
　
　
　
『
資
本
論
』
第
二
部
第

三
篇
に
お
い
て
か
の
「
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
」
が
規
定
さ
れ
る
と
の

見
解
　
　
か
ら
生
ま
れ
る
欠
陥
と
し
て
次
の
諸
点
を
総
括
し
た
。

　
第
一
に
、
第
二
部
第
三
篇
の
再
生
産
の
条
件
を
法
則
性
と
し
て
と
ら

え
る
こ
と
は
正
し
い
が
、
こ
の
法
則
性
を
同
時
に
理
想
的
平
均
と
み
る

た
め
に
、
か
の
「
矛
盾
」
か
ら
恐
慌
は
説
明
で
き
な
い
と
す
る
か
、
も

し
く
は
「
矛
盾
」
を
理
想
的
平
均
と
同
一
視
す
る
か
の
、
一
見
全
く
相

反
す
る
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
は
同
じ
根
を
も
つ
こ
と
。

　
第
二
に
、
、
生
産
の
無
政
府
性
か
ら
生
じ
る
諸
契
機
の
自
立
性
一
般
と

資
本
に
固
有
の
矛
盾
と
を
区
別
で
き
な
い
で
、
結
局
「
究
極
の
根
拠
」

と
無
政
府
性
と
の
同
一
視
に
陥
い
る
こ
と
。

　
第
三
に
、
資
本
に
固
有
の
矛
盾
を
敵
対
的
、
生
動
的
な
も
の
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
な
い
こ
と
。

　
第
四
に
、
再
生
産
の
表
式
で
示
さ
れ
る
均
衡
諸
条
件
が
保
た
れ
た
ま

ま
で
、
恐
慌
す
な
わ
ち
生
産
や
蓄
積
の
低
下
を
証
明
せ
ざ
る
を
え
な
く

な
る
こ
と
。



　
第
五
に
、
実
際
に
『
資
本
論
』
第
三
部
第
一
五
章
で
行
わ
れ
て
い
る

「
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
」
の
規
定
を
、
第
二
部
第
三
篇
で
は
実
際
に

二
言
も
い
わ
れ
て
い
な
い
「
矛
盾
規
定
」
の
「
補
足
」
と
し
て
し
か
と

ら
え
な
い
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

　
　
（
な
お
本
報
告
は
、
報
告
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
内
容
の
発
表
と
い
う
こ
と

で
、
一
部
の
改
善
や
補
追
を
除
き
、
左
の
文
献
を
素
材
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

報
告
者
の
詳
細
な
見
解
は
左
の
文
献
を
み
て
頂
け
れ
ぱ
幸
い
で
あ
る
。

　
一
、
「
資
本
の
流
通
過
程
」
に
お
げ
る
恐
慌
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
京
都
大
学

　
経
済
学
会
『
経
済
論
叢
』
第
一
一
四
巻
第
三
・
四
号
、

二
、
「
資
本
の
流
通
過
程
」
と
い
わ
ゆ
る
「
生
産
と
消
費
と
の
矛
盾
」
に
つ
い

　
て
、
同
第
一
一
四
巻
第
五
・
六
号
。
）

昭
和
五
一
年
度
第
七
回
研
究
会
（
十
月
一
日
）

　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
戦
後
日
本
の
資
本
蓄
積

　
　
　
　
報
告
者
藤
岡
純
一
氏

　
（
報
告
要
旨
は
第
二
五
巻
第
二
・
三
合
併
号
の
研
究
の
項
に
掲
載
）

　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
「
高
度
成
長
下
」
の
公
共
投
資
の
特
質

　
　
　
　
報
告
者
　
東
郷
　
久
氏

昭
和
五
一
年
度
第
八
回
研
究
会
（
十
月
八
日
）

　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
独
占
形
成
過
程
の
資
本
遇
剰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
累
積
の
一
要
因

　
　
　
　
共
同
研
究
室

　
　
　
　
報
告
者
｝
山
本
幹
夫
氏

　
（
報
告
要
旨
は
本
誌
研
究
の
項
に
掲
載
）

昭
和
五
一
年
度
第
九
回
研
究
会
（
十
月
十
五
日
）

　
　
　
▼
テ
ー
マ
　
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
景
と
金
融
資
本
概
念
に
つ
い
て

　
　
　
　
報
告
者
　
田
中
宏
道
氏

　
（
報
告
要
旨
は
本
誌
論
説
の
項
に
掲
載
）

一
九
五
（
六
三
三
）

の
背




